
後期 地域創造学科
ガイダンス資料

（２年生）
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用語集

用語 説 明

必修 必ず単位を修得しなければならないもの

選択必修
いくつかの選択授業の中から、最低限修得しなければならない単位が
決められているもの

＜履修とは・・・＞
受講希望科目を登録し、授業を受け成績評価を得ること
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成績評価 【履修ガイドP12】

合否 評価基準 評価表示

合格
（単位修得）

100～90点 秀

89～80点 優

79～70点 良

69～60点 可

不合格

59～1点 不可

0点 不可×

失格
（授業出席日数不足など）

失格
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履修登録 【履修ガイドP16～】

＜注意事項＞
①履修登録をしないと授業に出席していても単位修得は認められません。
②履修登録期間に登録しないと履修は認められません。
③各学年次に履修できる単位数の上限は、次の通りです。

学年 1年次 2年次 3年次 4年次

単位数 46 46 48 48

＜履修できる単位数の上限＞

※各学年次の各学期の履修できる単位数は、4年次生を除き、上記の単位数の半数を原則とし、
30単位を超えることはできない。
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履修計画 【履修ガイドP42】

履修区分 要卒単位数

総合共通科目 【履修ガイドP36】【学生便覧P33】 30単位 ＊1

専門教育科目 【履修ガイドP38】【学生便覧P37】 76単位 ＊1

自由選択科目 【履修ガイドP48】【学生便覧P39】 18単位

＜卒業単位数＞
卒業に必要な単位数（要卒単位数）は124単位

＊1 要卒単位数を超えて修得した単位は、自由選択科目区分に算入される。
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専門教育科目 【履修ガイドP42】

履修区分 最低修得単位数 要卒単位数

①コア科目群 必修6単位 12単位以上

76単位

②地域創造基礎科目群 必修16単位 26単位以上

③コース科目群 18単位以上

④実践科目群 必修4単位 4単位以上

⑤ゼミナール科目群 必修16単位
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時間割作成

【経済学部 地域創造学科】
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時間割を作る際のルール

・２年次の履修登録上限：46単位

・２年次前期の履修登録上限：23単位(原則）

30単位（最大）
※履修登録上限に含まれない科目もある。

「大学コンソーシアム関門開講科目」・「短期海外研修単位認定（海外研修）」・
「まちなかESD開講科目（教養特講まなびと講座）」➡WEBでは履修できない特
殊な科目の一部
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時間割を作る際の注意点①
◆履修登録は、オンライン（ＰＣ，スマートフォン等）で行います。

◆シラバス（講義要項）はUNIPAログイン画面下の「シラバス照会」から

確認して下さい。
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時間割を作る際の注意点②

講義コードを必ず書くこと。
授業時間割に書いてあります。

教室番号を必ず書くこと。
授業時間割に書いてあります。

単位数を必ず書くこと。
履修ガイドに書いてあります。
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最新の授業時間割として、
必ず下記より確認後、履
修登録を行うこと。



赤字：必修科目

：自分で選択する科目

：K-CIP科目

：チャレンジ科目

黒字：コア科目群（3科目選択）
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青字：社会貢献コース科目

緑字：地域経済コース科目

科目名 科目名 科目名 科目名 科目名

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生
単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室

科目名 科目名 科目名 科目名 科目名
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先生

担当

先生

担当

先生
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先生
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単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室

科目名 科目名 科目名 科目名 科目名

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生
単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室

科目名 科目名 科目名 科目名 科目名

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生
単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室

科目名 科目名 科目名 科目名 科目名

担当

先生

担当

先生

担当

先生

担当

先生
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先生

担当

先生
単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室 単位数 教室

４
限
目

５
限
目

６
限
目

地域創造実習Ⅳ

尾上

２
限
目

キャリアデザインⅠ 統計学 日本経済史

久保

３
限
目

１
限
目

令和2年度（後期）履修計画表　　【地域創造学科2年次】

マクロ経済学

甘

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

堂野崎新鞍

柏木

新鞍

尾上

地域のまちづくり

地域創造ゼミナールⅣ経済史

ミクロ経済学

（１）



（１）日本語表現法Ⅱ 【必修科目】

前期 後期
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＜①～④クラス＞

➡火曜1時限（古浦）

＜⑤～⑧クラス＞

➡火曜1時限（二宮）

＜⑨～⑫クラス＞

➡火曜３時限（二宮）

履修登録は、教務課で行われるため、
各自確認しておくこと。

クラス指定の
ある科目



教養教育科目（火・木曜日1,2時限）

⚫教養教育科目が開講される時限

⚫一部科目によっては履修を制限する場合がある。
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※「教養教育科目」：抽選希望登録画面から登録

Web履修登録時に第1希望から（最大）第5希望までを登録する。登録科目に偏り
がある場合および教室定員を超過する場合は抽選機能による振り分けを実施。
なお、振り分けの結果、いずれの科目も抽選漏れにより受講できない場合あり。
詳しくは「履修登録方法および受講制限について」を必ず確認。



チャレンジ科目 （実践科目群） 【２年次より履修可能】

後期（チャレンジC・D）

●TOEIC（月曜４～５時限） 【（C）（D）】

●FP技能検定3級（金曜４～５時限） 【後期前半（C）】

●簿記２級（金曜４～５時限） 【（C）（D）】
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●ITパスポート（金曜４～５時限） 【後期後半（D）】



K-CIP科目 （K‐CIP履修者のみ受講可能）
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2年次後期に履修可能な科目

➡ K-CIP科目は自由選択科目としてカウント。
➡ 後期から新たにK-CIPプログラムに申し込むことはできません。

火曜日 5時限 教養基礎答練Ⅱ

水曜日 4時限 マクロ経済学演習

木曜日
5時限
6時限

社会科学〔応用Ⅱ〕
民法（債権・親族・相続）演習

金曜日 5時限 行政法演習



言語・異文化理解科目（金曜2時限）
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ドイツ語Ⅱ＜再＞ 中国語Ⅱ＜再＞ 韓国語Ⅱ＜再＞

「Ⅱ」の再履修を希望する場合は、金曜2時限目の再履修クラス
を履修登録すること。



スポーツ学部開放科目
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スポーツ学部から開放されている科目。

「コーチングシステム論」（金曜2時限）

➡履修した場合には，自由選択科目としてカウント。



社会調査士について
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社会調査士とは社会調査の現場で必要な能力をもった「社会調査の専門家」のこと。

つぎの科目の単位をすべて取得し、社会調査協会に申請すれば資格を取得できます。

・社会調査法

・統計学入門

・社会調査法演習

・統計学

・質的調査法

・地域調査実習Ⅰ・Ⅱ

ご質問やご相談は大和研究室まで！

（社会調査協会のホームページはこちら→）



１年次に修得できなかった必修科目の再履修

※上記１年次に修得できなかった必修科目については、極力２年次に修得しておくこと！
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後期
●日本語表現法Ⅰ（火曜1限、水曜3限） ➡ 履修を希望する学生は、大川内先生に申し出ること
●情報処理演習Ⅱ＜再＞（水曜5限）
●経済学概論（月曜1限）
●初級簿記（火曜3限）
●初級簿記演習（火曜4限）
●職業とコミュニケーション（水曜2限）
●地域貢献概論（水曜1限）
●地域創造ゼミナールⅡ（木曜3限）
●地域創造実習Ⅱ（金曜4限）



後期ガイダンス・履修相談
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＜日時／場所＞

【1年生】

9月13日（月）9：00～10：00／S313教室

【2年生】

9月13日（月）11：00～12：00 ／S313教室

【3年生】

9月13日（月）13：00～14：00 ／S313教室



履修登録・修正・削除期間
履修登録等は、オンライン（ＰＣ，スマートフォン等）で行います。

履修登録等の仕方については、ホームページに掲載されている説明資料を確認してください。

【履修登録期間】

9月13日（月）9:00～9月14日（火）16:00

【履修修正期間】

9月30日（木）9:00～10月1日（金）16:00

【履修削除期間】

10月11日（月）9:00～10月12日（火）16:00
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※履修しない科目は必ず削除すること。
放置すると、出席率や成績に影響を
及ぼします。
特に、部活動生や特待生および
奨学金生は 審査にも影響するため
要注意！


